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(57)【要約】
　２つの対向する主表面と、対向する主表面によって画
定される少なくとも３つの縁部表面と、を有する不織布
ウェブ又は不織布ウェブ複合体を含む、グラウトを清掃
するための用具であって、ウェブ又はウェブ複合体は、
取っ手などの握り部のスロットに固定される。ウェブ又
はウェブ複合体は、ウェブ又はウェブ複合体の縁部をこ
すり洗いに使用できるように、握り部から延在する。不
織布ウェブ又はウェブ複合体は、３つ又は４つの縁部表
面を有してよい。握り部と共に、複数の不織布ウェブ又
はウェブ複合体を含むキットを調製してよい。
【選択図】図１ｂ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　グラウトを清掃するための用具であって、
　２つの対向する主表面と、前記対向する主表面によって画定される少なくとも３つの縁
部表面と、を有する不織布ウェブと、
　前記不織布ウェブの一部を受け入れるためのスロットを有する握り部と、を含み、
　前記不織布ウェブが、前記握り部の外辺部を超えて前記ウェブが延在するように前記ス
ロットに挿入される、用具。
【請求項２】
　前記握り部が取っ手である、請求項１に記載の用具。
【請求項３】
　前記握り部が多孔質である、請求項１に記載の用具。
【請求項４】
　前記不織布ウェブが、前記握り部に取り外し可能に固定される、請求項１に記載の用具
。
【請求項５】
　前記不織布ウェブが、前記握り部に取り外しできない方法で固定される、請求項１に記
載の用具。
【請求項６】
　前記不織布ウェブが熱可塑性ポリマー繊維を含む、請求項１に記載の用具。
【請求項７】
　前記不織布ウェブが天然繊維を含む、請求項１に記載の用具。
【請求項８】
　前記握り部が、前記不織布ウェブの対向する各主表面の表面積の少なくとも半分を被覆
する、請求項１に記載の用具。
【請求項９】
　前記握り部が前記不織布ウェブよりも硬い、請求項１に記載の用具。
【請求項１０】
　前記不織布ウェブの前記２つの対向する主表面が、４つの縁部表面を画定する、請求項
１に記載の用具。
【請求項１１】
　前記用具の側面視については、前記用具の外辺部が台形形状を有する、請求項１０に記
載の用具。
【請求項１２】
　前記２つの対向する主表面が、３つの縁部表面を画定する、請求項１に記載の用具。
【請求項１３】
　前記用具の側面視については、前記用具の外辺部が二等辺三角形の形状を有する、請求
項１２に記載の用具。
【請求項１４】
　前記不織布ウェブが自身の上に折り重ねられる、請求項１に記載の用具。
【請求項１５】
　前記不織布ウェブが、積層構造に配置された複数の不織布ウェブの複合体を含む、請求
項１に記載の用具。
【請求項１６】
　少なくとも１つの不織布ウェブであって、２つの対向する主表面と、前記対向する主表
面によって画定される少なくとも３つの縁部表面と、を有する、不織布ウェブと、
　前記不織布ウェブの一部を受け入れるためのスロットを有する握り部であって、前記不
織布ウェブが、前記握り部の外辺部を超えて前記ウェブが延在するように前記スロットに
挿入される、握り部と、を含む、キット。
【請求項１７】
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　前記不織布ウェブが、積層構造に配置された複数の不織布ウェブの複合体を含む、請求
項１６に記載のキット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（関連出願の相互参照）
　本願は、２００９年６月１５日に出願された米国特許仮出願第６１／１８７１７３号（
Ｂｅｎｓｏｎ）の利益を主張するものであり、その開示内容は、参照により本明細書に組
み込まれる。
【０００２】
　（発明の分野）
　本開示は、一般に清掃用具、具体的にはグラウト継手を清掃するための手持ち式の手動
操作型清掃用具に関する。
【背景技術】
【０００３】
　グラウトは、継手の封止に用いられることが多い建築資材である。例えば、グラウトは
、水が入らないようにタイル間の継手を封止し、タイル縁部の切截及び割裂を防止し、タ
イル張りの表面に完成した外観を与えるために用いられることができる。グラウトは、栓
アセンブリと流し台の表面との間の継手を封止して、水が入らないように、かつ栓アセン
ブリを定位置に保持するためにも用いられる。多くの用途では、グラウトは、共に封止さ
れる物品の間に細長の凹面を形成し、これらの凹面がくずで汚れたり、かびたり、又は詰
まったりすると、清掃が困難になることがある。典型的なスポンジ及びパッドは、かかる
狭い形状には容易に適合しない大きな表面積を有するため、かかる細長の凹面の清掃に理
想的ではない。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明のこれら及びその他の態様は以下に、より詳細に記述される。上記の要約は、決
して特許請求された主題を制限することを意図するものではない。
【０００５】
　図は、本明細書において開示される例示の物品の図面である。図面は、必ずしも縮尺に
従っていない。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１ａ】例示のグラウト清掃用具の斜視図。
【図１ｂ】例示のグラウト清掃用具の斜視図。
【図２ａ】図１ａ及び１ｂに示す例示のグラウト清掃用具の側面図。
【図２ｂ】例示のグラウト清掃用具の側面図。
【図２ｃ】例示のグラウト清掃用具の側面図。
【図３ａ】別の例示のグラウト清掃用具の斜視図。
【図３ｂ】別の例示のグラウト清掃用具の斜視図。
【図４】図３ａ及び３ｂに示す例示のグラウト清掃用具の例示の使用方法を示す。
【図５ａ】例示のグラウト清掃用具の斜視図。
【図５ｂ】例示のグラウト清掃用具の斜視図。
【０００７】
　上記の図面は、本発明の実施形態を表しているが、説明において述べるように、他の実
施形態も企図される。いかなる場合も、本開示は、本発明を、限定するのではなく代表し
て提示するものである。本発明の範囲及び趣旨の中で、多くの他の修正及び実施形態が、
当業者によって考案され得ることを理解されたい。
【発明を実施するための形態】
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【０００８】
　図１ａは、例示のグラウト清掃用具１００の斜視図を示す。この用具は、握り部１１０
と、不織布ウェブ１２０と、を含む。ウェブは、２つの対向する主表面１２１ａ及び１２
１ｂ（図示せず）を含み、これらの対向する表面は、４つの縁部表面１２２ａ、１２２ｂ
、縁部表面１２２ａに対向する１２２ｃ（図示せず）、及び縁部表面１２２ｂに対向する
１２２ｄ（図示せず）を画定する。握り部１１０は、取っ手部１１１と、取っ手部の対向
する側面に配置された２つの出っ張り部１１２ａ及び１１２ｂと、を含む。一般に、取っ
手部は把持を容易にし、出っ張り部は指を保護する。握り部１１０は、図１ｂに示すよう
に、不織布ウェブが挿入されたときに、その一部を受け入れるためのスロット１１３を含
む。握り部は、ウェブを完全に被覆するわけではない。一般に、用具の側面視については
、主表面１２２ａ及び１２２ｂの一部が握り部の下に見えるように、ウェブがスロットか
ら握り部の外辺部を超えて延在する。ウェブは、握り部の両端で見えても、見えなくても
よい。
【０００９】
　図２ａは、グラウト清掃用具１００の側面図を示す。この実施形態における用具の側面
視については、ウェブが握り部の下に見えるが、握り部の両端では見えないように、握り
部とほぼ同一幅である。用具１００は、図２ａに示すように、側面から見て台形形状を有
する。ユーザーが縁部表面１２２ａに沿ってウェブの前面部分を確認できるので、この形
状は、清掃を容易にすることができる。一般に、有用な台形形状は、約４０～約６５度の
鋭角を有する。
【００１０】
　図２ｂ及び２ｃは、例示のグラウト清掃用具の側面図を示す。図２ｂでは、例示のグラ
ウト清掃用具２００は、握り部２１０と、不織布ウェブ２２０と、を含み、ウェブは握り
部よりも長く、握り部及びウェブの両方が矩形形状を有する。図２ｃでは、例示のグラウ
ト清掃用具２３０は、握り部２４０と、不織布ウェブ２５０と、を含み、ウェブは握り部
よりも長く、握り部及びウェブの両方が台形形状を有する。
【００１１】
　一般に、握り部は、手で把持するのに好適である。握り部は、不織布ウェブの硬さと比
較して、グラウト清掃用具をより硬くすることができる。握り部は、不織布ウェブより硬
くても、硬くなくてもよい。握り部は、特定の用具の設計に応じて、硬くて剛性から柔ら
かくて可撓性までの範囲であってよく、例えば、より硬い剛性の握り部を備える用具は、
柔らかくて可撓性の握り部を備える用具と比較して、使用する際により少ない労力を必要
とすることがある。
【００１２】
　握り部は、多孔質材及び／又は無孔材を含んでよい。例示の無孔材としては、天然及び
合成ポリマーが挙げられる。例示の多孔材としては、天然及び合成発泡体、スポンジ、及
びポリマーが挙げられる。多孔材は、連続若しくは独立気泡構造及び／又は小孔若しくは
大孔を有してよい。スポンジとしては、天然スポンジ及びセルロース系スポンジ（植物又
は動物性生物由来のものを含む）が挙げられる。
【００１３】
　多孔質ゴム、シリコン、メラミン若しくは後処理した含浸発泡体、発泡ポリエステル、
セルロース物質、低／高密度ポリエーテル及びポリエステル、ネオプレン、天然ゴム、ス
チレンブタジエンゴム、エチレンプロピレンゴム、ブチルゴム、ブタジエンゴム、ニトリ
ルゴム、エピクロロヒドリン系ポリマー、ポリスチレン、ポリエチレン及びポリプロピレ
ンなどのポリオレフィン、エチレンビニルアセテート、ＥＭＡ、メタロセン樹脂、ポリウ
レタン、ポリ塩化ビニル、難燃ポリマー、上記のいずれかの混合物などを含む、握り部に
用いられることが既知である任意のポリマーが用いられてよい。
【００１４】
　不織布ウェブの特性は、意図される用途、使用方法などに応じて異なってよい。不織布
ウェブは、硬い若しくはドレープ性である、隙間が開いていて多孔質である、密度が高く



(5) JP 2012-529928 A 2012.11.29

10

20

30

40

50

て実質的に無孔である、及び／又は硬い若しくは柔らかくてよい。場合によっては、図５
ａに示す実施形態について以下に記載するように、不織布ウェブは、それ自身の上に折り
重なることができるように十分に可撓性である。不織布ウェブは、ポリマー繊維及び／又
は金属繊維であってよい繊維を含む。ポリマー繊維は、典型的には、ポリエチレン、ポリ
プロピレン、及びポリブチレンなどのポリオレフィン、ナイロン６、ナイロン６／６、及
びナイロン１０などのポリアミド、ポリエチレンテレフタレートなどのポリエステル、メ
タクリルモノマーを含有するコポリマー、並びにこれらの混合物及びコポリマーを含む、
熱可塑性ポリマーで作製される。アセテート繊維などの半合成繊維、綿繊維などの天然繊
維、ヘチマ（looflah）（植物の十角ヘチマの果実から作製されたセル状構造物質）、レ
ーヨン繊維などの再生繊維、及び他の非熱可塑性繊維は、熱可塑性繊維と混合することが
できる。不織布ウェブの一例は、３Ｍ（商標）Ｃｏｍｐａｎｙから商標名ＳＣＯＴＣＨＢ
ＲＩＴＥで販売されるスクラブパッドである。不織布ウェブは、ポリエチレンなどのポリ
オレフィン、メラミン、又はポリウレタンで作製された発泡体を含んでよい。不織布ウェ
ブは、物質に埋め込まれた研磨粒子を有する、消しゴム様の物質を含んでよい。
【００１５】
　不織布ウェブは、ウェブの表面が様々な特性を有するように、物質の複数の層を含んで
よい。例えば、不織布ウェブは、片面に合成発泡体、もう一方の面に多孔質ポリマーを含
んでよい。
【００１６】
　この不織ウェブは、任意の好適な融解成形又は機械形成動作によって調製することがで
きる。例えば、この不織布は、毛羽立てられたもの、スパンボンドされたもの、スパンレ
ースされたもの、メルトブローンされたもの、エアレイドされたもの、クレープ加工され
たもの、又は他の、当該技術分野で既知のプロセスによって作製されたものであってよい
。不織布は、例えば、水流絡合、熱接着（例えば、カレンダー又は空気通過）、化学結合
、ニードルパンチング／ニードルタッキング、バインダー繊維の使用など任意の既知の技
術によって結合されてよい。これらの繊維類は、典型的には、約１～約３０００デニール
、又は約１～約５０デニールを有する。不織布ウェブの坪量は、約１０～約５００グラム
／平方メートル、５０～約３５０グラム／平方メートル、又は１００グラム／平方メート
ル未満であってよい。
【００１７】
　幾つかの実施形態では、握り部は押出独立気泡発泡体を含み、不織布ウェブは交換式の
高耐久性ウェブシートを含む。
【００１８】
　一般に、不織布ウェブは、ウェブをスロットに挿入することによって握り部に固定され
る。スロットは、スロットの側面から内側に延在するピンなどの突出部を含んでよい。共
にパチンと閉まるスポーク、ヒンジ、及び部品を用いて、ウェブを握り部に固定してよい
。スロットは、ウェブ固定用の機構を有してよく、この機構は、ウェブを貫通する。不織
布ウェブは、ウェブの別の縁部を使用できるように、又はウェブを新しい、つまり別のウ
ェブに交換できるように、握り部に取り外し可能に固定されてよい。不織布ウェブは、握
り部に取り外し可能に固定されなくてもよく、むしろ、握り部に取り外しできない方法で
固定されてよい。ウェブは握り部に接着されてよい、又はウェブ及び握り部の材料は共押
出されてよい。
【００１９】
　スロットは、不織布ウェブの十分な保持を得ることができるように、十分に大きい高さ
を有する必要がある。幾つかの実施形態では、握り部は、対向する各主表面の表面積の少
なくとも半分を被覆してよい。
【００２０】
　一般に、グラウト清掃用具は、任意の有用な外形寸法及び形状（正方形など）で提供さ
れてよい。例えば、握り部の長さは約２～約３０ｃｍの範囲であってよく、幅は約２～約
１０ｃｍであってよく、高さは約２～約１０ｃｍであってよい。スロットは、握り部の長
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さ（約２～約３０ｃｍ）と同じ又はほぼ同じ長さを有してよいか、あるいは握り部よりも
長い又は短くてよい。スロットは、約０．５～約５ｃｍの幅及び約１～約５ｃｍの高さを
有してよい。不織布ウェブは、握り部の長さ（約２～約３０ｃｍ）と同じ又はほぼ同じ長
さを有してよいか、あるいは握り部よりも長い又は短くてよい。不織布ウェブは、約５～
約１５ｃｍが握り部の外辺部を超えて延在するように高さを有してよい。
【００２１】
　図３ａは、例示のグラウト清掃用具３００の斜視図を示す。この用具は、握り部３１０
と、不織布ウェブ３２０と、を含む。ウェブは、２つの対向する主表面３２１ａ及び３２
１ｂ（図示せず）を含み、これらの対向する表面は、３つの縁部表面３２２ａ、３２２ｂ
（図示せず、３２２ａから反時計回り）、及び３２２ｃ（図示せず、３２２ｂから反時計
回り）を画定する。握り部３１０は、図３ｂに示すように、不織布ウェブが挿入されたと
きに、その一部を受け入れるためのスロット３１１を含む。側面から見ると、ウェブは、
握り部の外辺部を超えて延在する。すなわち、スロットはウェブを受け入れるが、ウェブ
を完全に被覆するわけではない。側面から見ると、握り部３１０の外辺部は、二等辺三角
形を含む。幾つかの実施形態では、外辺部は、等しい長さの２辺と、異なる長さの第３の
辺と、を有する三角形を含んでよい。幾つかの実施形態では、外辺部は、各辺が異なる長
さを有する３辺を有する三角形を含んでよい。図４は、グラウト清掃用具３００の例示の
使用方法を示す。
【００２２】
　グラウト清掃用具３００の外辺部は、上から見ると、ユーザーが、洗浄すべき空洞、表
面などに不織布ウェブが接触している位置及びその状態を確認できるようになっている。
グラウト清掃用具３００は、任意の有用な外形寸法で提供されてよい。握り部に挿入され
た不織布ウェブを有する用具については、側面が、約４０～約６０ｃｍの長さをそれぞれ
有してよい。例えば、側面は、約５０ｃｍの長さをそれぞれ有してよい。握り部の幅は、
約５～約２０ｃｍであってよい。不織布ウェブの幅は、握り部の幅よりも小さい。不織布
ウェブの対向する主表面３２１ａ及び３２１ｂは、握り部と比較して任意の表面積を有し
てよい。例えば、対向する表面は、握り部と同一の表面積を有してよいか、又は握り部の
表面積よりも大きくてよい。不織布ウェブは、対向する主表面３２１ａ及び３２１ｂが握
り部の周辺部を約２～約１０ｃｍ超えて延在するように配置してよい。
【００２３】
　図５ａは、例示のグラウト清掃用具５００の斜視図を示す。この用具は、取っ手部５１
１と、取っ手部の対向する側面に配置された２つの出っ張り部５１２ａ及び５１２ｂと、
を有する握り部５１０を含む。一般に、取っ手部は把持を容易にし、出っ張り部は指を保
護する。握り部５１０は、図５ａに示すように自身の上に折り重ねられた不織布ウェブで
ある、不織布ウェブ複合体５２０の一部を受け入れるためのスロット５１３を含む。不織
布ウェブ複合体はスロット５１３に挿入され、上記でグラウト清掃用具１００について記
載したように、握り部は、ウェブを完全に被覆するわけではない。不織布ウェブ複合体５
２０は、上記でグラウト清掃用具１００について記載したように、スロットから握り部の
外辺部を超えて延在し、ウェブ複合体は、用具５００を側面から見たときに、握り部の両
端で見えても、見えなくてもよい。図５ａに示す実施形態は、不織布ウェブ複合体が自身
の上に折り重ねられ、不織布ウェブの厚みを増し、使用可能な曲線状のウェブ複合体表面
をもたらす点で図１ａ及びｂに示す実施形態とは異なる。曲線状のウェブ複合体表面に対
向する縁部も用いられてよい。スロット５１３は、例えば、同一の不織布ウェブが用いら
れる場合、スロット１１３よりも大きい幅を有してよい。
【００２４】
　図５ｂは、例示のグラウト清掃用具５３０の斜視図を示す。この用具は、取っ手部５４
１と、取っ手部の対向する側面に配置された２つの出っ張り部５４２ａ及び５４２ｂと、
を有する握り部５４０を含む。一般に、取っ手部は把持を容易にし、出っ張り部は指を保
護する。握り部５４０は、図５ｂに単一ウェブとして示す３枚の別個のウェブを含む不織
布ウェブ複合体５５０の一部を受け入れるためのスロット５４３を含む。不織布ウェブ複
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合体５５０はスロット５４３に挿入され、上記でグラウト清掃用具１００について記載し
たように、握り部は、ウェブ複合体を完全に被覆するわけではない。不織布ウェブ複合体
５５０は、上記でグラウト清掃用具１００について記載したように、スロットから握り部
の外辺部を超えて延在し、ウェブ複合体は、用具５３０を側面から見たときに、握り部の
両端で見えても、見えなくてもよい。図５ｂに示す実施形態は、不織布ウェブ複合体が３
枚の別個の不織布ウェブを含む点で図１ａ及び１ｂに示す実施形態とは異なる。スロット
５４３は、例えば、不織布ウェブ１２０及び不織布ウェブ複合体５５０に同一の不織布ウ
ェブが用いられる場合、スロット１１３よりも大きい幅を有してよい。３枚の不織布ウェ
ブは、使用可能な、より大きい縁部表面をもたらすために用いられてよい。不織布ウェブ
複合体は、３枚の別個の不織布ウェブに限定されないが、２枚の不織布ウェブ又は３枚を
超えるウェブを含んでよい。別個の不織布ウェブは、複合体の１つ、２つ、３つ、又は４
つの縁部が実質的に平らな表面を含むように、複合体に形成されてよい。使用を意図する
縁部表面は、実質的に平らであってよく、又は、用具の使用目的に応じて、１つ若しくは
両方が平らでなくもよい。
【００２５】
　図５ａ及び５ｂに示す実施形態については、不織布ウェブ複合体が、ウェブを互いに固
定する手段を備えて、又は備えずに形成されてよい。ウェブが互いに固定される場合、ウ
ェブは機械的手段を使用して、又は接着剤によって固定されてよい。更に、ウェブは、ユ
ーザーが容易に分離できないように完全に固定されてよいか、あるいはユーザーがウェブ
複合体を広げて再び折り重ねることによって、又は異なる順番及び／若しくは配向にウェ
ブを重ね直すことによってウェブ複合体を容易に再編できるように一時的に固定されてよ
い。いずれにしても、一時的に固定されたウェブは、使用可能な別の縁部を露出させるた
めに用いられてよい。接着剤が用いられる場合、接着剤は、ホットメルト接着剤、又はウ
レタン接着剤若しくは２成分エポキシ接着剤などの硬化性接着剤であってよい。接着剤の
被覆重量は、例えば、約１～５０ミル（約２５．４～約１２７０マイクロメートル）の範
囲であってよい。
【００２６】
　図１ａ～１ｂ、２ａ～２ｃ、及び５ａ～５ｂに示す各実施形態について、握り部は、取
っ手部（例えば、図１ａ～１ｂに示す取っ手部１１１）の最上部に沿って、溝又は凹機構
を含んでよい。凹機構は、握り部に１本以上の指を配置するための領域をもたらしてよい
。
【００２７】
　１つ以上の握り部と共に不織布ウェブ及び／又はウェブ複合体の少なくとも１つを含む
キットが、典型的には、ウェブ又はウェブ複合体を握り部から取り外し、交換することを
意図する実施形態のために作製されてよい。
【００２８】
　本発明の具体的な実施形態を本明細書中に示し及び説明してきたが、これら実施形態は
多くの考えられる具体的な構成を単に例示しているにすぎず、構成は本発明の原理を適用
して考案され得ることは理解されよう。これらの原理に従って、当業者は、本発明の趣旨
及び範囲から逸脱することなく、多数の様々な他の構成を考案することができる。したが
って本発明の範囲は、本願に記載の構造に限定されるべきものではなく、「特許請求の範
囲」の文言により述べられる構造及びそうした構造の均等物によってのみ限定されるもの
である。



(8) JP 2012-529928 A 2012.11.29

【図１ａ】 【図１ｂ】

【図２ａ】

【図２ｂ】

【図２ｃ】

【図３ａ】

【図３ｂ】



(9) JP 2012-529928 A 2012.11.29

【図４】

【図５ａ】

【図５ｂ】



(10) JP 2012-529928 A 2012.11.29

10

20

30

40

【国際調査報告】



(11) JP 2012-529928 A 2012.11.29

10

20

30

40



(12) JP 2012-529928 A 2012.11.29

10

20

30

40



(13) JP 2012-529928 A 2012.11.29

10

20

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,MD,RU,TJ,T
M),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,RO,S
E,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,BA,BB,BG,
BH,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,HR,HU,ID,I
L,IN,IS,JP,KE,KG,KM,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI,NO,NZ
,OM,PE,PG,PH,PL,PT,RO,RS,RU,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,US,UZ,VC,VN,ZA,
ZM,ZW

(72)発明者  ディヴルーズ，　ポール　エヌ．
            アメリカ合衆国，　ミネソタ州，　セント　ポール，　ポスト　オフィス　ボックス　３３４２７
            ，　スリーエム　センター
(72)発明者  キューブス，　マイケル　ジェイ．
            アメリカ合衆国，　ミネソタ州，　セント　ポール，　ポスト　オフィス　ボックス　３３４２７
            ，　スリーエム　センター
(72)発明者  レムビッツ，　ボニー　シー．
            アメリカ合衆国，　ミネソタ州，　セント　ポール，　ポスト　オフィス　ボックス　３３４２７
            ，　スリーエム　センター
(72)発明者  クラッチリー，　シェアリン　ディー．
            アメリカ合衆国，　ミネソタ州，　セント　ポール，　ポスト　オフィス　ボックス　３３４２７
            ，　スリーエム　センター
Ｆターム(参考) 3B074 AA01  AA02  AA03  AA08  AB01  AB02  CC01 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	search-report
	overflow

